
茶たの

ヤせを考える



日本の歴史においてヤせは不可解なロキ代である。いや、もっ

と正確に言えば南Jヒ朝時代を境にして十せ前期 とヤ世イえ期に

分けることが出水るであろうが、後期のほうは芸術え化のみ

ならず政治 it会の面においてもいわゆる「日本らしさJが完

戌された時であり、今の我々になじみ深い。閂

生む母胎となった前期である。荘園+1・ 権閂体

解な歴史用語 を持ち出すまでもなく、その社会級 治■■花

の理解に実感が伴わないことが多い。これは我 チ々
:孝
えるス

上に十世前期各地域の個性が強 く複雑な様相をもっく ふなた

めであろう。

茶た女子大学構内通跡では多 くのヤせ前期の

れている。 またそれに伴 う迪物 も豊富である。

れ
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未ると考えている。これから紹介する戌呆が、み暮学:仁らす f_|

るヤせ南都研究の一助 となれば幸いである。
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古代の南都

都が千城京を離れてからiF_せ茶た町までの南都は、古代の南老「 (9～ 12世るこ)と ヤ

世の歯都 (13～ 16せ絶 )に分けられるであろう。いずれの時期にも典福キ・春国人社

と来夫キのとめる仁五は童妥であるが、特に興福寺は藤原民の隆盛に伴ってとりわけ

大きな存在となっていった。

藤原氏が、千安京より自らの民沖・民寺に参詣する際の南都の宿所が、宿院・梨原・

佐保殿である。

宿院はすでに『二代実録』貞祝四 (862)年条に几える(旧千城京内勅旨口の賜与 )が、

この場合は佐保殿をも合めた藤原民にとっての宿所の健称である可含ヒ性がある。

佐保殿は『今昔物語』によれば、その中に「不レL等 の御影像」わヾあり、これを拝し

て寝殿に登つたということから、藤原民のヤでも高位の人々のための施設であったと

考えられる。

梨原も度々記録に現われるが、典福寺 1日琉内Jヒ辺の発掘調査で出上した人喜六 (1058)

年の木簡 (題効 に「梨原稚F身」とあり、興福キの子院の一つを藤原氏が宿所としてオ1

用したのかもしれない。

ASB01

10世紀の遺構 (G棟 )



茶た女子大学構内重跡には、確実なものは明らかではないものの、こういった藤原民

の宿F~4に関わる竜構が今まれている可能性は高いと言えよう。9～ 12世紀のこ構は継

続的に学まれており、なかでも 10世にはこ物も多く、規模の大きな掘立柱定物や丼′

が検出されていることは注意してよい。

中世の郷名

▲現代に残る地名▲

(★印より北を望む )

宿院御所 の旧跡 ιよ、興福サ の成亥

(西」し)の角な り。四迪 をJし行す る

こと一丁ばか り行きて、西行 くに

迪 あ り、その奥すなιまち宿院御所

な り。

尋尊

(『大乗院寺社雑事記』 よ り)
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中世の南都ヘ

一般的に、ヤせは、前期

(12・ 13世紀)と 後期(14～

16世紀)に分けられる。こ

こで扱 うのはヤせ前期であ

る。

大学構内の西端、 1日左京

二条六坊二坪にあたる北

′1略町で、人災を受けて赤

変した人―Eの 民 。壁材・土

器が堆積 した状態で出土

した。民の堆積は20mは

なれて来西二ヶ所あり、来

例 では、池(SG361)と 溝

(SD331)に 囲まれた来西

15m(南北は不明)の 基壇状

施設 も認められた。

▲池の上の瓦の

▲東側の瓦堆積

▲基壇状施設と池 (SG361)

▲西側の瓦堆積

FξFI
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トイレ遺構出土の木簡

ヤせの深く掘られたこ構としては丼′とトイレがある。丼戸の枠が抜かれたものとト

イレとの区矛1は 困難であるが、構内竜跡の場合は埋上十から口虫の
'ア

が分几されたため

トイレとされた。そうしたトイレの一つから木簡が出上 している。

木簡は二点あり、それぞれ下図左は長 32.9× 中3.lcm× 厚 0.2 cm、 右は長 33.0× 中

3.15cm× 厚 0.2 clllで、どちらも両面に字が言かれている。いずれにも一からをまでの

数字が几られ、これを消しているような墨泉 (合点)も認められることから、各号ある

いは個体数をチエックしたものであろう。注意すべきは恙各と万外という僧我らしい人

名が几えることである。しかも恙各は来人キに所属していたらしい。このことから、こ

の時期 (13世紀前半 )に は周辺が来人キの領

域であったと考えるか、あくまでも興福キの

領域で来夫キの僧が派遣されて未たと考える

か意几が分かれている。

いずれにしても、この二点の木簡はヤせに

おけるこの地域の実像をうかがうことの出来

る好資料である。

トイレ (SE31 31)

トイレ遺構出土の木簡
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大きく変わつた焼討ち以後

〔凡例〕■溝・池 ■トイレ ■建物



都市生活維持のために
老「市生活を営む上での課題はゴミ・上下水道 。し泉処理である。ゴミはこの段階では埋

めるか夕llに流していた。上水は、丼戸から汚染されていない水が手に入ったであろう。

問題は生活廃水とし来である。13せにの二構配置にヌFし て考えると、大きく浅いたは

おそらく佐保川に流れたむ′|ヽ河川に然がっており、池に生活排水を捨てていたと考えられ、

さらに、大詩などの異常出水に際しても遊水池としての役割を呆たしたであろう。しスは、

それまでは溝 。川に流 していたであろうが、 さすがに環境汚染のこと

を考え、大 きな火を掘って埋めるようになった。構内重跡では 13せに

のうちに 3皮 トイレ重構が移 り変わっている。 しかし、具体的な使用
方法や人糞を肥料 として活用 したかどうかは明らかでな

)ヽ。   r
SK201

●

0



中世の建物や景観を復原してみる

分掘資料の道構図だけでは、十世の情景は十分に伝わってこない。そこで、よく試み

られるのがえ物等の復原図の作成である。

構内逍跡の1[せにの竜構についても図のような復原を行った。細い柱で藁革き (人は

板革き)の屋根をええる大型定物 (SB03)を ヤSに、丼戸・トイレなどの生活空間が晨

関し、夕 し`離れて民を使わない′1ヽ さな堂 (12」L■紀イ炎半の可台ヒ性が強いが、ここでは同じ

出衝に入れた)も /‐f~在する。

しかし、人t77な ことは、このような復原があくまでも一索であり、唯一のものでない

ということである。可祝的な画像を提供するという目的には沿うかもしれないが、ヽヽろ

いろな復源が・TttLだ ということを恙れてはならないであろう。

小堂は『粉河ギ縁莉  『一逍聖合』に描かれており、これら
をもとにした大阪市与逹東追跡の廟堂復原図を参考にした。基本

的な構とは一間四衝であろうが、礎石か播立柱か、民・宝珠の布

集、土壁か板壁か、縁 (ま たは廂)の 有無、扉の構となどといっ

た′口部になるとよくナ1ら ないことが多い。

健在費杉βBo3の 場合は『信貴.ll縁た』 と『粉河寺繰た』『一

逍聖合』にこの種のえ物の図が多く几られ、各ヤせ集落竜跡の柔

著者などでも復原が試みられているが、やはりそ口部の構豊までは

allら かにできない。ただ几を使っていないことは言えそうなの

で、屋根ιま板革きかワラ革きとした。

このほか、 トイレの具体的な構之や水系 (池)と の間にある十

字状の柱ダ1に 関しては/LKく 手がかりがなく、想像の成を出ない。
(復原 :竹 IIEl光江 )
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中世南都の日常生活
木簡の内容、そして興福寺との位置関係から、ヤせ前期の構内重跡には身分の低い僧イ

=
たらと彼らに直接関わりのある集団が居住していたことが推定される。彼らの日常生活は

虫上逍物をもとにしてどのように復原されるのであろうか。

土器・木器から

ヤせのこ構から出上する上器をはじめとする日常雑器からは、部分的ではあるが当時の

人々の生活の様子をうかがうことが出来る。

一般的な合器としては椀・工があり、用途は現代と同じである。箸はすでに広く使われ

ていた。このほか数は少ないが調理具として、おろし日のない拮鉢のような須恙器の捏鉢、

呪房具としての人鉢あるいは衆墜と考えられる民器盤などがある。

大鹿戯 面

(六率美保 作凸)
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食器のうつりかわ り

上器のうち、合膳具 (食器)は 黒い器である民器椀 と、赤い器である上修T ttIP‐に代表

される。

従水、ヤ世前期の食膳は、民器椀 1個 とん 1ヽの上師器工 1棋ずつという今日の合早に

近いものが考えられていた。ところが、夕なくとも椀が 2個 (仮梶 。汁杭)必要であり、

工 も食事の目的に應 じてその数や大 きさを変えていたことが考えられる。

中世前期の食膳(復原)

こういった食器のあり方は、本未は千安京の上彼貴族たちの独と物であったが、その

ヤヽは木器 (漆器)を 多 く合んでいた。 しかし、ヤせ前期の古い段階では、木器はそれ

より下の階層には普及せず、彼 らの食膳習慣の拡大をええたのは、民器椀 と上師器工で

あったといえる。食膳具 としての木器が普及 を几せるのは、13世紀後半になってから

であった。

-11-

13世紀後半の漆器



木製品は、漆器梶と下駄がた較的

多い。漆を塗ったな器はに夫時代か

らあるが、日常雑器の梅としては、

ヤせ前期の歯都ではそれほど普及

していなかったようである。

下駄

‘
齊
厖

枡は、 1曰左京二条セオニ坪の 11

せ絶末の丼′から出上 した。本格

的な方形枡 としては、千姜京若京

二条二坊九町出上のもの (9せに

後半 )と 並んで晨も古い虫上例 と

なる。

(ヤリll朋呑作画)



他地域との交流

構内重跡で出上したヤせ前期の上器には、土師器工や几器杭といった在地で生産さ

れた上器のほかに、東海や来格磨で生産された上器ももたらされている。

束椿系須恙器は、現在の神戸市西部から明石市にかけての地域で生産された。11

～14世 紀 前半 にかけて、椀、

捏鉢、丸底甕などの日常律 器

類 を焼 き、13世紀以降は捏鉢

と究を専業的に大量に焼いた。

特 に捏 鉢 は、近畿一帯にもた

らされていたようである。

一方、東海系の上器には、常滑焼 (妊多窯)変 と、わずかながらタロ多窯の片口鉢、

知多・束濃産の出恭琥、瀬戸の出恭魂窯で併焼される入子が出上している。なかでも、

12世紀ヤ頃から生産され始めた常滑焼究は、12せに後半には数内にもたらされ、13

世紀ヤ頃には近数のみならず西国一帯に多くみられる製品である。 (瀧 IEl雪江)
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中国との交易

ヤせの日常雑器の中に混じって、夕量ではあるが、ヤ国から輸入された青磁・台磁・

影青 (青白磁 )が几られる。黒っぱい民器や赤褐色系統の上師器」F_の 間では、兆沢の

ある磁器の白や青行はひときわ目をひいたに違いない。

中国の陶磁器はすでに茶た時代の老

`や

寺院・地方宦衛などで使用されていたが、日

常律器の中に散几されるようになるのは十世になってからである。

青磁の産地は最初は浙江省の七泉どであったが、のちに設 省同姜窯など沿岸部に

沿ってItJの ほうに拡がっていった。自磁は広西省の子徳鎮窯をヤ′せに南方に拡がつて

いった。また、明以後になると白地に兵須 織 化コバルトを主成分とする彩料)で夫

様を描いた染付が考家され、やはり今度は 15せにの日本にかなりの量がもたらされ

るようになる。

また、中国から輸入された焼物には、磁器だけではなく陶器もある。盤と壺が多い

が、盤は黄色の地に恭色でえ様が描かれ (黄釉盤 )、 壺は恭褐色に施釉された4方向に

担手を持つもの(四千壺 )が多い。

一般的にヤせ前期には、食膳用の上師器Jr_・ 民器椀、調理具としての捏鉢、そして貯

蔵容器としての変という基本的な上器様式があった。そのなかで、数内ヤぶ部に関し

ては、捏鉢は来格系須恙器、究は常滑焼甕で補完していた。こうしたことから、古代

よりも広域でより活分な流このあり方をうかがうことができる。
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犬の骨をめぐって

13・

「

Fに後半のトイレこ構 SK201か ら人の骨がまとまった状態で出上している。

人は、縄夫時代以水、人間に晨も近しい動物である。しかし、その役割は狩猟月、愛

え用、合用と様々であり、野生種や野人もいたと考えられる。そこで、この人の性格に

ついてもっと次口ることはできないかと、骨格の鑑定をイ子ってもらった。

ヤせ南老隈 福キ周辺ののど

かな情子を思い浮かべた時、

人々の身it_に いた人はどうし

ても愛え/flで はなかったかと

想像が働 くのである。

下顎骨 (左 )

撓骨 (左 )

左側の上顎骨、下顎骨、肛骨、札骨、右側の人腿骨が出上した。上顎骨、下顎骨に残

る歯の生え具合、磨り減り具合から、戌人 (お となのイヌ)と 考えられる。上腕骨およ

び胆骨から堆定される大きさは、ヤ型人サイズ (柴人くらい)である。人為的に付けら

れた傷がないので、解体された個体ではない。

※合月にされたイヌは、ヤせ以降、都市竜跡 (単戸十軒、京都、江戸など)で多数虫上しているが、そうし

た個体には、腱をt77っ たり肉をタトし易くするために人が刃物を使った際に付くカットマークが残る。

(宦路淳子 )

-15-
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地鎮のための馬の首

ヨヒ′|¶各町のキ院は、夕1え時に斜衝や谷地形を埋め立てて、大規模な整地を行ってい

る。これに先立つて地鎮のよつりが行われたらしく、馬の首が埋め立てられていた。

首は、来脅2箇所の民堆積の中間地点の整迪上ヤに、Jヒヨヒ西向きに埋められていた。整

地を行う途上で埋められていったと考えられ、骨格は下顎骨しか残っていなかったが、

歯や骨の残存状態は良好である。

こういった地鎮は古代では多く知られているが、ヤせ前期では珍しくなっている。南

都のこの比で几られたことに何か意義があるのであろうか。

一
■

ｉ

卜́

」

出土 した馬の歯

■残っていた部分

-16-
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埠仏を礼拝

構内来Jヒ部 (グラウンド来Jヒ隅)の佐保,llに 4い地点で1100Jの 発掘調査を行った。

ここは上層では茶た本行F~/「の濠が確認されたところであるが、ヤ世では 12世紀後半の丼

声が多く検出されている。

その丼戸の一つから埓仏が出上した。

縦7 0cm、 横4.7cm、 厚さ0.9cmの 長ガ

形の粘土板に二尊像をレリーフさせている。

ヤ尊(像名不明)は後屏をもった台座に行座

し、頭の後ろには円兆背、頭上には人蓋をい

ただいている。左右の脇侍は若手を下ろし、

左手は水瓶の様なものを持つ。各々の頭上に

は飛人が配されているが、事囲 は表現され

ていない。

この時仏は、様式としては8せににさかのぼ

り、茶た時代のものに間違いない。しかし、出

上したのは 1、2世紀後半の丼声である。

こういった事実から導き出

される解釈のひとつとして、

何らかの事情で伝えられた茶

た時代の埓仏が、この地域に

居住 していた興福寺 (あ るい

は宿院)関係者によって念持

仏としてネL拝 されていたと考

えるのはいかがであろう。

(ヤ川朋呑

-17-
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そして中世後期ヘ

前頁と同じ地点の調査で来西約 5.6m、 南北約 5.3m、 深さ3m余 りの不整円形の人

きな上坑が検出された。埋められた時期は 14世紀後半である。その形態からトイレ

の可含L性が高いが、それらしい堆積はなく、使用されずに短期間に埋められたと考え

られる。

これは 14せ絶 (ヤせ後期初頭)に なると、ヤせ前期 (特に 13世紀)に几られた

ようなトイレの設置が必要とされなくなったことを示している。都市生活を送るにあ

たっての新たな居住形態が採用されたことは想像に難くない。

トイレと考えられる大土坑

また、日常に使 /flさ れる器において

も、民器椀が 14せそこに入ると突然几

られなくなる。これはようや く漆器梅

が普及 してきたためであると説明 され

て。`
『
°

撃                 
圧 承 ルじて 四 も 櫛 C_L全

構内逍跡では、このころ (14せ組)に大規模な整地が行われ、′1ヽ河川が埋められ

たり、場所によっては堀や上塁で囲まれた屋敷地が几られたりもする。そしてこれら

は 15せにのいわゆる 険 未院キ社雑事記』の世界に続いていくわけであるが、いつ

か機会を友めて紹介することにしたい。

屋敷地を囲む堀と土塁
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あとがき

構内逍跡のこ構や二物をin_じ て、ャせ前期の南者卜をひとわたり几てきた。焼計ちに

より薇害をこうむった南老卜は、典福キをヤ′もとして復興された。それに伴ってうつり

ゆくこの地の人々の生活の様子を、部分的ながら明らかにし得た。

今後は、より「今にi4_い」ヤ雌 期の南都をテーマにして様々な検討をかえること

が必要とされる。その機会が子くやってくることを願うものである。

この図録を作成するにあたっては、実に多くの人々の協力を得た。パソコンを使用

しての守口めぐみさん、瀧口雪江さんの編集作業、そして竹口兆江さんの復源出や、

ヤ川朋呑さんと六率美保さんによるイラストは、図録によりいっそうの彩りをそえて

もらった。

また、木簡の解読には舘野わ乙民、人の骨については官路浮子民にご教示を賜った。

その化にも多くの人に各専rlに應じていろいろ助けてもらっている。この場を借りて

御ネしを申し上げたい。 (千え内 徹 )

｀ ‐Ii… 1‐

I十ミミ_

Ｌ
一
一
一一
摯̈モ

，
一キヽ



夕

蝙
《参考え献》

鞣

茶え女子大学

茶た女子大学

茶え女子大学

『茶た女子大学構内逍跡芥拓調査概報』

『茶た女子大学構内竜跡芥拓調査概親』

『茶た女子大学構内重跡芥掘調査枕報』

隆

影

Ⅲ

　

Ｖ

　

Ⅵ

(1986`|)

(1995`千 )

(1999」千)

‐■=: ト

永谷康夫 限 福キ』(吉川体夫館,1997年 )

佐藤宗淳 恥劉和敗党吉」『茶え歴史近例 第 34号 (1990年 )

堀池水峰「茶た女子大学と佐保胸  『茶た県祝兆』309子 (茶た県祝兆新聞社,1982年 )

安口次郎 映福キの雑役免庄園と院家領庄園について」 (『お恭の水え学』33,1990年 )
象
鰈

′

蝙

蝙
昼寝をするヤ世人とヤせ漆器のえ様

(六率美係 作画)

ヾ́盛



中世人の書

茶たのヤせ を考える (1)一 千姜・鎌合 ―

千戌 20年 3月 31日 発行

編集茶え女子大学埋蔵え化財発掘調査室

発行 茶た女子大学施設企画課

(電話 :0742-20-3223)

′F411茶夫サービス株式会社



申世人の顔


